
（平成３１年度全国学力・学習状況調査結果）

全国の平均正答率を100とした場合の伊丹市の平均正答率の推移
英語科については、今年度から実施２．平均正答率の経年変化

【小学校】 【中学校】

20年度 29年度 30年度 31年度

国語 96.5 100.3 100.5 100.3

数学 94.8 102.8 101.9 105.4
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【小学校】

平成3１年度（2019年度）

伊丹市の学力の現状と対策
令和元年（２０１９年）９月

伊丹市教育委員会

国語 算数 合計

伊丹市 ６１ ６６ １２７

全国 ６３．８ ６６．６ １３０．４

国語 数学 英語 合計

伊丹市 ７３ ６３ ５８ １９４

全国 ７２．８ ５９．８ ５６．０ １８８．６

１．平均正答率

社会 理科

伊丹市 ６３．８ ５７．２

目標値 ６５．０ ６０．３

社会 理科

伊丹市 ５７．６ ５３．６

目標値 ５６．９ ５５．４

↑今年度から調査実施（３年に１度）

20年度 29年度 30年度 31年度

国語 97.5 100.4 99.6 95.6

算数 98.9 99.7 102.7 99.1
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【小学校】
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３．無解答率の経年変化
全国の無解答率を１００とした場合の伊丹市の無解答率の推移
（国語と算数・数学の合計 １００を下回る方がよい）

（学習到達度調査結果）

↑目標値とは、調査実施業者が独自の基準に基づき正答できることを期待した児童・生徒の割合を示したものです



５．学習状況調査結果（主なもの）

-２-

質問事項

小学校 中学校

伊丹市 全国 伊丹市 全国

①自分には、よいところがあると思いますか 80.3 81.2 75.5 74.1

②ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか 94.7 95.2 63.2 68.0

③読書は好きですか 72.4 75.0 93.0 93.9

④朝食を毎日食べていますか 93.4 95.3 92.6 93.1

⑤毎日、同じくらいの時間に寝ていますか 78.5 81.4 73.1 78.0

⑥家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか 61.5 71.5 43.5 50.4

⑦普段（月～金）、１日当たりどれぐらいの時間、勉強をしますか（１時間以上の割合） 67.0 66.1 67.4 69.8

⑧普段（月～金）、１日当たりどれぐらいの時間、読書をしますか（１時間以上の割合） 19.0 18.3 10.4 12.4

⑨今住んでいる地域の行事に参加していますか 56.4 68.0 41.2 50.6

⑩地域や社会をよくするために何をすべきかを考えたことがありますか 45.9 54.5 29.1 39.4

⑪新聞を読んでいますか 18.2 19.0 9.7 12.7

⑫国語の勉強は好きですか 59.6 64.2 56.4 61.7

⑬国語の授業の内容はよく分かりますか 81.8 84.9 74.0 77.6

⑭解答時間は十分でしたか（国語） 62.5 74.2 90.8 90.3

⑮算数（数学）の勉強は好きですか 65.3 68.6 50.3 57.9

⑯算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか 82.0 83.5 68.5 73.9

⑰解答時間は十分でしたか（算数・数学） 82.2 84.0 84.2 84.7

４．学力低位層の経年変化
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解答時間が十分であった児童が全国よ
りも１１．７Ｐ低い。情報を処理する速さ
に課題があると考えられる

小・中学校とも全国より５Ｐ程度低い。

国語科の授業のあり方に課題があると
考えられる

小学校で全国より１０Ｐ低い。学ぶ方法を身
に付けることや主体性に課題があると考え
られる

全国の学力低位層（正答率２０％以下）の割合を１００とした
場合の伊丹市の学力低位層の推移

増加の一因とし
て「無解答率の
上昇」が考えら
れる

これからの時代を生きるキーワード

朝食を食べないとエネルギーが足りず、脳が活性化しない

調査により測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面です
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６．アクティブ・ラーニングの実施率及び平均正答率との相関

② 今までに受けた授業で、自分の考えを発表する機
会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話

の組み立てなどを工夫して発表していたと思いますか

（対話的な学び）

① 今までに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか

（主体的な学び）

【小学校】
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肯定的な回答が全国より７．９Ｐ少ない。自分の考えがうまく伝わるように語句の組立を工夫する授業への改善が必要

肯定的な回答が全国より８Ｐ少ない。主体的に学ぶ授業への改善が必要

アクティブ・ラーニングと平均正答率との相関が明らかに高い

（目的）知識・技能を十分有しているかの評価を行いつつ、思考力・判断力・表現力を中心に評価を行うものと
する

（国語）多様な文章や図表をもとに、複数の情報を統合し、構造化して考えをまとめたり、その過程や結果につ
いて、相手が正確に理解できるよう根拠に基づいて論述したりする思考力・判断力・表現力を評価する

（数学）図表やグラフ、文章などを用いて、考えたことを数式で表したり、問題解決の方略などを正しく書き表し
たりする力等を評価する

大学入学共通テストの実施方針（令和元年８月）より

③主体的・対話的な授業を実施している
小学校：児童４９．７％ 教職員８２．３％ 差（３２．６Ｐ） 中学校：生徒４４．８％ 教職員 １００％ 差（５５．２Ｐ）

①（主体的な学び） ②（対話的な学び）

この差が課題となっている

-３-
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７．結果分析

【
大
問
１
】目
的
や
意
図
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え
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平成３１年度全国学力学習状況調査問題 小学校国語（大問１）
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れ
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に
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、
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学
年
か
ら
学
習
を
積
み
上
げ
る

対

策

教
科
書
に
は
、
こ
の
問
題
に
対
応
し
た
教
材
が
出
て
い
る
。

国立教育政策
研究所HP

授業アイディア例
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正答率 伊丹市 ２５．０％
全 国 ２８．８％
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す
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わ
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づ
け
、
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に
し
な
が
ら
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せ
て
自
分
の
考
え
を
書
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課

題

課
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正答（例）
国立教育政策研究所HP



平成３１年度全国学力学習状況調査問題 小学校算数（大問１）

正答率 伊丹市 ９５．２％
全 国 ９３．１％

台形について理解できている

問題文の中で、重要な情報かそうで
ない情報かを見極める「読解力」が
問われている

出題傾向

算数固有の場面だけではなく、日常生活の場面も取り上げられており
他教科と関連する場面が多い。また、事実と方法を問う問題も多い

出題傾向

あまり重要ではない情報

重要な情報

重要な情報

日頃の授業から日常生活の場面や他教科と
関連する場面を取り上げた課題に触れさせる

対 策

日頃の授業から必要な情報とそうでない情報を含んだ課題を
設定し、取捨選択させる機会を増やす

対 策

-６-



-７-

図形の性質や構成要素に着
目し、様々な図形を構成するこ
と

正答率 伊丹市 ５６．２％
全 国 ６０．３％

教科書には、この問題に対応した教材が出ている。

【大問１】
図形の構成と筋道を立てて考察する力を問う問題
伊丹市使用教科書４年下 Ｐ８．Ｐ９．Ｐ１１２
【大問２】
資料の特徴や傾向を読み取り、判断する力を問う問題
伊丹市使用教科書４年上 Ｐ１２５ ５年 Ｐ２１４
【大問３】
計算の仕方の解釈と発展的に考察する力を問う問題
伊丹市使用教科書４年上 Ｐ１００ ５年 Ｐ５０
【大問４】
日常生活の事象を数理的に捉え判断する力を問う問題
伊丹市使用教科書５年 Ｐ１３４（人文字） Ｐ２０８（変わり方）

課 題

多かった誤答

２も含めて「１・２・３・４」のすべ
てを選択している

伊丹市 １５．７％
全 国 ８．９％

辺の長さにまで注目できていな
い。必要な情報に注目すること

課 題

教科書の活用部分（応用・発展問題）も確実に指導する
（例）伊丹市使用教科書５年生 Ｐ３０．Ｐ８６．Ｐ１４９．Ｐ１６４．Ｐ２１４．Ｐ２２４．Ｐ２３２

対 策

図形に関する「知識」を問う問
題と、その知識を「活用」する
力を問う問題が同じ大問の中
で出題されている

出題傾向

５ｃｍ

４ｃｍ

国立教育政策研究所HP
授業アイディア例
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平成３１年度全国学力学習状況調査問題 中学校国語（大問１）

・
中
心
的
な
部
分
と
付
加
的
な
部
分
、
事
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と
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ど
と
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て
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内
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理
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学
習
活
動
を
設
定
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る

対

策
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に
必
要
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子
メ
ー
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書
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な
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、
伝
え
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い
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や
媒
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を
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書
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な
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を
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す
る

対

策

教
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に
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教
材
が
あ
る
。
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」

２
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「
要
約
す
る
」

３
年
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「
比
較
す
る
」

社
会
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で
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と
な

る
言
語
文
化
を
理
解

し
、
字
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や
文
字
の
配

列
な
ど
に
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を
つ
け
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切
に
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る
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問
わ
れ
て
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手
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題

【
全
国
中
学
生
新
聞
】

を
読
み
、
「
声
の
広

場
」へ
投
稿
す
る
と
い

う
場
面
設
定
の
下
、

紙
面
の
投
稿
先
の
情

報
か
ら
封
筒
へ
宛
名

を
記
入

正答率 伊丹市 ５９．１％
全 国 ５６．８％

授業アイディア例

国立教育政策
研究所HP
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正答率 伊丹市 ６０．５％
全 国 ６１．５％

新
聞
記
事
な
ど
か
ら
、
目
的
や
意

図
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
を
取
り
出

し
、
主
体
的
に
活
用
す
る
力
が
問
わ

れ
て
い
る

出
題
傾
向

目
的
に
応
じ
て
、

複
数
の
情
報
を
整
理

し
、
内
容
を
と
ら
え

る
こ
と

・２

だ
け
選
択
し
て
い
る

１
４
．
４
％

・５

だ
け
選
択
し
て
い
る

２
．
５
％

中
学
校
国
語
は
、

問
題
用
紙

は
「
問
題
」

問
題
用
紙

は
「
資
料
」〈
新
聞
記
事
〉

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ⅠⅡ

課

題

正答（例）
国立教育政策研究所HP
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日常生活にある課題解決の場面において、
知識を活用して、考える力が問われている

表やグラフを的確に読み取り、必要な情報を
見つけ出す読解力

子どもたちが日常生活で数学を用いて、主体
的に問題解決できる活動を行う

問題文と表、グラフから必要な情
報を引き出す

対 策

課 題

出題傾向

平成３１年度全国学力学習状況調査問題 中学校数学（大問６）

差

グラフの総費用から本体
価格を引いたもの

複数の情報を関係づけて、論理的に考える力
が問われている

出題傾向

正答率 伊丹市 ３９．０％
全 国 ３８．８％

多かった誤答
「オ 購入して８年間使用するときの総費用」
本体価格が含まれているものを選択してい

る。

伊丹市 ４６．３％ 全 国 ４５．４％

授業アイディア例

国立教育政策研究所HP
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平成３１年度全国学力学習状況調査問題 中学校英語（大問４［聞くこと］）

＜放送された留学生からの音声メッセージ＞

Hello.  I’m Nick.   I’m looking forward to meeting you.  I’m going to stay in your 
country for two weeks. I hear that there are a lot of club activities in Japanese 
schools.  I want try some!  Which club activities can I try?   Can you give me 
some advice? I’m waiting for your answer.
Thank you. 

話し手からの依頼、提案などを聞き、適切に応じる力が問われている
また、聞いたことを基に書く、技能統合型の問題である

出題傾向

①文字や絵などの情報がない状況で、聞いた内容
を的確に理解すること

②会話の流れや話し手の意図を踏まえて、適切に
応じること

③自分の考えを表現すること

相手が尋ねている内容
は何か？

正答率 伊丹市 ５．７％
全 国 ７．６％

【課題①について】
・教科書の内容理解を行う際、音声のみで導入し、そ
の後で、内容についてのＱ＆Ａを行うなど、聞くことが
重要となる場を設定する

対 策

多かった誤答①

・ニックができる部活動についてのアド
バイスになっていないもの ３９．１％

【課題②について】

・小学校での学習内容や、中学校での既習内容を踏まえて、身近な話題について、口頭でＱ＆Ａ
を行う（教師⇔生徒、生徒⇔生徒）
・中学校1年生の段階から、即興的に話をする機会を設ける
・与えられたテーマについて、ペア等で会話を続ける練習を行う

対 策

【 課題③について】

・教科書の題材等について、感想や自分の意見を
書いたり、質問を作成したりする

対 策
多かった誤答②

・書き手の考えを伝える上で、大きな支障
となる語や文法事項等の誤りがあるため、
伝えたい内容が理解できないもの

１７．４％

課 題

授業アイディア例

国立教育政策研究所HP



-１２-

８．今後の対策

１ 授業改善
①主体的・対話的で深い学びの実践

・授業アイディア例（国立教育政策研究所作成）の活用

②教科書を使った丁寧かつ積み残しのない指導
・教科書の基礎的な内容から活用的（発展・応用）な内容まで、隅から隅まで確実に指導する

③情報活用能力の育成

・一定の時間内に一定量の情報を処理し、考えをまとめ表現する力をつける

④学習スタイルの最適化

・目的や活動に合わせた机の向きや配置などの工夫

３ 保幼小中連携
①幼児期からの主体性の育成

②客観的データを活用した課題の共有
③ 授業や学習スタイルの共通化

④一貫した教育課程の編成や学習習慣の確立

２ 学力低位層の底上げ
①習熟度別授業の実施

② 放課後や長期休業中の補習学習の充実
・一人一人の子どもの理解に合わせ、分かるまで繰り返し指導する

③客観的評価を活用したPDCAサイクルの確立

・国の調査に加え、学校独自の学力調査等の導入

・低学年から、学年ごとにつまずきを把握し、学校全体で組織的に学力向上を図る

④自尊感情の育成

・達成感や成功体験を持たせ、課題に立ち向かう姿勢と自信を育む

①朝食をしっかりととらせる

②就寝時間を守らせる

③スマホの使用時間を決める

１ 基本的生活習慣
の確立

３ 主体的な学習習慣
の確立
① 計画的な自主学習を行う

②読書習慣を確立する

③新聞を読む

学 校

家 庭 地 域

確かな学力の育成

社会性や人間性の
育成
①あいさつができ、礼儀正しい子どもを育てる

②体験活動の場を充実する

③学習環境を整備する

２ 自尊感情の育成
①生活を通して、役割や責任を果たす姿勢を育む

②会話する習慣をつくり、よいところを褒める

③愛情を持って育てる


